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（仮称）新展示場整備事業（設計段階）のバリアフリーチェックの概要 

 

 

 

１ 実施日時 

  令和７年６月 26 日（木） 

 

２ 事業（施設）名称 

  （仮称）新展示場整備事業 

     

３ チェック時期 

  設計段階 

 

４ 事業実施部局 

  経済観光局産業振興部流通担当課展示場整備担当係 

 

５ チェック実施者 

  札幌市身体障害者福祉協会 ３名 

  札幌市老人クラブ連合会  ３名 

   

６ チェック参加者 

  公共的施設のバリアフリー部会委員 ６名  

  ※オブザーバー          １名 
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７ バリアフリーチェック内容 

 意見 考え方 

１ 【トイレ】 

トイレについて、便座と紙巻器

が離れているように見えるトイレ

が何か所かある（広めの便房）。立

ち上がるときに壁等がないとご高

齢の方は立ち上がれないため、近

づけてほしい。できれば座った中

心から壁まで 40cm くらいだとい

いのではないか。 

 

  

 

【トイレ】 

便座と紙巻器の位置については、適切

な位置となるよう検討します。 

 

２ できればトイレに、手すりや支

えにできる強度のある紙巻器を設

置してほしい。一般トイレにも手

すりを付けてほしい。 

 

 

 

紙巻器は支えにもなるよう耐荷重

600N（61.2kg）のものを採用予定です。

一般トイレにも各トイレ男女 1箇所ずつ

耐荷重 1000N（102kg）の手すりを設置予

定です。 

 

 

３ WC2 の一番左上にあるトイレに

ついて、もう少し入口を広げれば

車いすが出入りできそうであるた

め、検討していただければと思う。 

 

 

 

当該部に至る経路において幅員確保

が難しいこと及び十分な数の HWC を設け

ていることから、原案どおり進めること

についてご理解下さい。 

 

 

４ ベビーベッドとベビーチェアの

位置、逆の方がいいのではない

か？ 

 

 

 

レイアウト上可能かどうか検討しま

す。 

５ あちこちにいろいろな種類のト

イレがあるのはなぜか。どこに何

があるのかわからないのではない

か。 

 

近年のトイレ設計の考え方に則り、主

に高齢者・障がい者が利用する HWC と乳

幼連れ利用者や性的マイノリティの方

などが利用する男女共用の広々トイレ

を分けて整備しています。ベビーチェア

の有無やトイレ内の設備などはトイレ

出入口付近にピクトグラムを表示して

分かるようにする予定です。また、エン

トランスの案内への記載も検討します。 
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６ HWC に汚物入れと普通のゴミ箱

を分けて設置するようにしてほし

い。 

 

運営段階でゴミ箱を追加するなどの

対応を検討します。 

 

７ HWC の手すりは跳ね上げ式か。 跳ね上げ式です。 

８ 便所個室にてベビーチェアがド

ア付近に設置されているため、鍵

を開けてしまいそうで心配。 

鍵を２個つけるなどの対応を検討し

ます。 

９ 【触知図】 

触知図について、前回の案はト

イレ全体にかかっており、今回の

案では HWC のみになっているが、

一般のトイレにはつけないという

ことか。トイレの構造把握のため

にも、一般用トイレにもつけた方

がいいのではないか。 

【触知図】 

触知図の範囲については、様々な意見

をいただいたので、他の対応策も含めて

検討します。 

 

 

 

 

 

10 トイレの触知図について、便所

全体だと情報量が多すぎてわかり

にくいため、HWC だけでも十分。

一方、触知図自体も分かる人が少

なく、HWC は広く迷ってしまうこ

ともあるため音声案内を付けてほ

しい。 

検討します。 

 

11 【サイン】 

サインに色がついたのはいい

が、ピクトサインの大きさが変わ

ってない。もう少し大きいデザイ

ンにしたほうがいいのではない

か。 

 

【サイン】 

ピクトサインの大きさは次のバリア

フリーチェックの機会に検証します。 

 

12 【フック】 

HWC のフック、床面から 140cm

と200cmの2か所を検討とあるが、

どちらも高すぎるのではないか。

低い方は 70cm くらいの方があら

ゆる人にとって使いやすいのでは

ないか。 

 

【フック】 

フック位置は、使いやすい高さを次の

バリアフリーチェックの機会に検証し

ます。 
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13 【駐車場】 

 車いす駐車場自体にロードヒー

ティングがない。雪が積もると対

応が難しいので整備してほしい。 

【駐車場】 

元々は維持管理業者による除雪対応

の想定でしたが、検討します。 

14 【車寄せ】 

車寄せに庇が必要である。予算

の都合といってもカーポートのよ

うなものならそこまでお金がかか

らないはずだ。 

【車寄せ】 

予算の都合上難しいため、運用段階で

収益を得た際に設置することなどを検

討します。 

15 【インターホン】 

インターホンを設ける場所は人

の出入りが多いところだと人にぶ

つかる、白杖を振れないなどのリ

スクがあるためいい場所を検討し

てほしい。音声案内などがあると

よい。 

【インターホン】 

詳細位置含めて検討します 

16 【盲導鈴】 

公共施設であればエントランス

までの道のりに盲導鈴を付けた方

が好ましい。鳴らす頻度は少なく

ても構わない。 

【盲導鈴】 

検討します。 

17 【ドア】 

エントランスのドアは引き戸に

なっているか。 

【ドア】 

正面ドアの両脇に自動ドアを整備し

ています。 

 


